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②都市整備の推進と地域防災力の強化

③産業の振興と生活環境・自然環境の保全

　次に、産業の振興と生活環境・自然環境の
保全についてであります。
すべての市民が生きがいを持ち、活き活きと
　安心して生活していくためには、本市の特
長である豊かな自然に囲まれながら、若い世
代が活躍できる活力のあるまちづくりが重要
であります。
　商工・観光施策の更なる推進のため、商工
観光部を設置し、従来の取組に加え、ふるさ
と納税や事業承継促進などの取組を強化して
まいります。特に、ふるさと納税につきまし
ては、返礼品の開発等に取り組むだけでなく、
本市の特性を生かした施策を創造し、企業版
ふるさと納税の活用を通じて、企業と連携し
た取組も見出してまいります。
　商工業の振興につきましては、新たに策定
する商工業振興プランに基づき、「事業承継の
促進」「魅力ある買物環境づくりの支援」「事
業者のマッチング機会の創出」に取り組んで
まいります。
　事業承継の促進については、Ｂｉ＠Ｓｔａを
中心に、ニーズの掘り起こしや東京都多摩地
域事業承継・引継ぎ支援センターとの連携に
向けた取組を進めてまいります。また、魅力

④福祉の充実

産業系土地利用を目指す秋川高校跡地

武蔵五日市駅前で実施されている五市マルシェ

高齢者生きがいづくり活動

  次に、都市整備の推進と地域防災力の強化
についてであります。
　人口減少に伴い社会構造が変化する中、持
続可能なまちづくりを進めるためには、地域
の将来像を見据えながら、新たな都市計画マ
スタープランや地域防災計画、受援計画に基
づく都市整備の推進と地域防災力の強化が重
要であります。着実にまちづくりを進めるた
め、都市整備分野における体制を強化すると
ともに、秋川高校跡地につきましては、これ
までの産業系土地利用の考え方を中心に、地

　次に、福祉の充実についてであります。
　すべての市民が活き活きと自分らしく過ご
していくことができる地域共生社会の実現の
ためには、地域住民が支え合う仕組みの構築
と関係機関の連携による包括的な支援体制の
構築が必要であります。
　昨年１２月に欠員なく改選された民生委
員・児童委員は、地域と行政との重要なつな
ぎ役でありますので、活動が円滑に行われる
よう引き続き支援してまいります。
　障がい者の就労支援につきましては、関係

域の賑わいや雇用の創出による経済の好循環
を生み出すまちづくりの実現を目指し、東京
都と積極的に調整し、具体化してまいります。
　また、武蔵引田駅北口土地区画整理事業に
つきましては、地権者のご理解とご協力をい
ただきながら、周辺の土地利用と併せて、整
備等を着実に推進してまいります。
　まちの骨格となる道路の整備につきまして
は、地権者のご理解とご協力の下、東京都と
の連携を強化し、都道１６５号伊奈福生線や
草花大橋の早期開通に向けて取り組んでまい
ります。住宅施策につきましては、住宅確保
要配慮者への支援を円滑に実施できるよう居
住支援協議会を新たに設置し、住宅セーフ
ティネット制度の構築を進めてまいります。
また、国の動向を踏まえながら、移住・定住
促進や住宅セーフティネット制度などを踏ま
えた空き家の利活用に取り組んでまいりま
す。
　公共交通対策につきましては、より具体的
な検討を行い、令和６年度を目途に地域公共
交通計画の取りまとめを進めてまいります。
また、デマンド型交通チョイソコの運行区域
に野辺・小川地区を加えるとともに、るのバ
スの増発・増便と併せて、実証実験の期間を

約１年間延長いたします。さらに、東秋留駅
南口へのるのバスの乗り入れに向け、折り返
し場所や停留所、自転車等駐車場の整備等を
推進してまいります。多摩都市モノレールの
延伸につきましては、近隣自治体と協調しな
がら、東京都に働きかけてまいります。
　下水道の整備につきましては、将来の地域
の姿を予測しながら、下水道及び合併処理浄
化槽の費用対効果や環境負荷等を検証の上、
未整備区域における汚水処理の在り方等を検
討してまいります。
　地域防災力の強化につきましては、異常気
象に伴う自然災害等が頻発する中、地域の強
靭化を進めるため、令和元年の台風１９号に
より被災した網代橋・下菅生橋や護岸の復旧、
下水道の不明水対策などに取り組んでまいり
ます。また、住宅の耐震化、橋りょうの点検・
補修を継続するとともに、無電柱化の在り方
の検討に着手いたします。さらに、防災・安
心地域委員会等との連携の下、災害発生時の
円滑な応急対策・復興対策のための体制構築
に取り組んでまいります。
　地域防災の要である消防団につきましては、
団員の確保に向けて、処遇を改善するととも
に、引き続き消防委員会における審議を重ね、
組織の見直し等に取り組んでまいります。

ある買物環境づくりの支援については、五日
市地区で実績を上げているマルシェのような
地域の自発的な経済活動が市内各地区に広が
るよう、地域づくりの核となる人材と連携し、
地域の賑わいにつながる活動を支援してまい
ります。さらに、事業者のマッチング機会の
創出については、Ｂｉ＠Ｓｔａの「創業者交
流会」を参考に、既存事業者による交流会を
行い、効果的なマッチング手法などの研究を
進めてまいります。
　事業の継続や拡大、開業を予定する事業者
への支援につきましては、あきる野商工会や
金融機関との連携の下、融資制度などの経営
支援を継続してまいります。
　観光振興につきましては、今後のインバウ
ンド需要を見据え、個性的な取組をする拠点
づくりも進んでいることから、秋川流域や西
多摩全体としての受け皿の構築、秩父多摩甲
斐国立公園や高尾山などと連なる地勢を生か
した地域の魅力発信、観光客の更なる増加を
図ってまいります。
　農業の振興につきましては、市内で生産さ
れた新鮮で安心・安全な農畜産物を市民等に
提供する地産地消型農業の推進に引き続き取
り組んでまいります。
　また、令和５年４月の農地法の改正に伴い、
農地の借入れや取得の要件が緩和されること
から、農業委員会と連携して、法改正を踏ま
えた多様な担い手の確保や遊休農地の再生・
活用を促してまいります。
　獣害対策につきましては、野生動物による
農作物被害が市街地まで拡大しているため、
関係機関と連携して、有害鳥獣の捕獲や追い
払いなどの取組を継続してまいります。
　水産振興につきましては、課題とされてい

た秋川の下流域である多摩川の昭和堰の魚道
整備が令和４年度に完了することから、東京
都と連携し、秋川の魚道についても整備を進
め、天然アユの遡上を促すなど江戸前アユの
ブランド化に取り組んでまいります。
　林業の振興につきましては、森林の適正な
管理や林道の路網整備を進めていくため、専
門的な知識を持った人材の確保や育成につな
がる制度の活用を検討するとともに、林道の
整備等の推進に努めてまいります。また、担
い手の育成に向け、森林環境譲与税支援機構
との連携による普及啓発事業などを継続する
とともに、森林整備を進めるために重要とな
る境界の明確化を推進してまいります。さら
に、都市部自治体と近隣市町村との広域連携
による森林整備や脱炭素の取組に参加し、市
内の森林の活用や多摩産材の利活用を促進し
てまいります。
　生活環境・自然環境分野につきましては、
協働による自然環境調査を継続するとともに、
クビアカツヤカミキリによる被害やナラ枯れ
が拡大傾向にあることから、本市の生物多様
性を保全するため、被害木の伐採等に対する
支援を開始いたします。また、豊かな自然環
境を次世代に引き継ぐため、森の子コレン
ジャーの活動などを継続してまいります。
　地球温暖化対策につきましては、ゼロカー
ボンシティを目指し、新たな実行計画に基づ
き、公用車における次世代自動車の導入や公
共施設の省エネルギー対策に取り組むととも
に、森林資源の活用について調査・研究を進
めてまいります。
　ごみの減量化・資源化につきましては、循
環型社会の形成に向け、食品ロスの削減、生
ごみの減量など、ごみの発生・排出抑制につ
ながる取組を引き続き推進してまいります。

機関と連携した市内企業向けの見学会を通じ
て、地元企業等における障がい者雇用の理解
を促進してまいります。また、災害時に障が
い者が通い慣れた施設に直接避難できるよ
う、市内の障害福祉サービス等事業者に福祉
避難所の指定を働きかけてまいります。さら
に、障がい者の重度化・高齢化等を見据え、
障がい者の生活を地域全体で支えるサービス
提供体制である地域生活支援拠点の整備に向
けた基本方針を策定してまいります。地域福
祉の向上に向けて、障がい者等の団体が活動
しやすいよう、秋川ふれあいセンターの利用
に関する減免取扱基準を見直してまいりま
す。
　高齢者支援につきましては、介護予防事業
の一つとして試行している通所型サービスＣ
の事業内容の拡充や地域における高齢者の通
いの場への継続的な支援により、要介護とな
るリスクの軽減を図ってまいります。
　在宅介護・通所介護への支援として、第８
期介護保険事業計画で示した西部地域への小
規模多機能型居宅介護事業所の整備につきま
しては、早期に着手できるよう、サウンディ
ング型市場調査を実施し、その結果等を踏ま
えて、所要の手続を進めてまいります。介護

人材の確保につきましては、介護職員の永年
表彰制度の導入や補助制度の拡充に取り組ん
でまいります。
　また、行政におけるエンディングサポート
の在り方について、研究してまいります。
　健康の保持・増進につきましては、健康づ
くり市民推進委員や、めざせ健康あきる野２
１推進会議など、健康づくりに関わる市民活
動の支援を継続してまいります。
　がん検診につきましては、胃がん検診にお
ける内視鏡検査の実施について、あきる野市
医師会等との具体的な調整を図るとともに、
受診率の向上に取り組んでまいります。
　新型コロナワクチン接種につきましては、
国の方針に基づき、接種を希望する方が安心
して接種できるよう、引き続き、接種機会を
確保してまいります。
　疾病の予防と早期発見に極めて重要である
特定健康診査や予防接種事業などにつきまし
ては、引き続きあきる野市医師会及び秋川歯
科医師会にご協力をいただくとともに、公立
阿伎留医療センターの運営方針における予防
医療業務の推進と歩調を合わせながら、日の
出町及び檜原村とも連携し、実施体制の拡充
に取り組んでまいります。


